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検定試験は何のために受けるのか 

  

英語検定や漢字検定、数学検定など、さまざまな

検定試験があります。皆さんは「何のために受ける

のですか」と聞かれたら、どのように答えますか？ 

 もちろん、検定試験に合格をすれば、自分の力を

客観的に証明することができます。大学入試や将来

の進学・就職において評価されることもあります。  

その意味で、合格証や資格というものは、確かに

価値のあるものです。 

 しかし、検定試験の本当の価値は合格証そのものにあるのでしょうか？ 
 例えば、英検に合格した後、英語を全く使わなければ、少しずつ力は衰えていきます。

漢字も同じです。覚えた漢字を書かなくなれば、忘れてしまいます。資格を持っている

ことと、その力を実際に使えることは必ずしも同じではありません。 

  

そもそも私たちは、目標があった方が努力しやすい生き物です。 
「○月の英検に合格する」「次の漢検で準２級を

取る」という具体的な目標があるからこそ、計画を

立てて、学習を継続することができます。もし検定

試験がなければ「いつか勉強しよう」と思ったまま、

なかなか行動には移せないかもしれません。 

 そう考えると、検定試験は、合格証を手に入れる

ためのものというより、「自分の力を伸ばすための

目標として存在しているのだ」と言えます。合格は

ゴールではなく、「ここまでできるようになった」

という一つの通過点に過ぎません。 

検定試験の本当の価値は、合格証の中ではなくて、合格を目指して学んだ

時間と、その結果として身についた力の中にあるのではないでしょうか。 
つまり、大切なのは、合格したかどうかだけではなく、その過程

でどれだけ努力し、どれだけ成長したかです。そして身につけた

力をその後も使い続けることです。合格証は過去の努力の証です。

その力を未来に生かしてこそ、本当の意味があります。 

私は、検定試験を「合格証を手に入れるためのもの」ではなく、

「成長する機会を得るためのもの」と考えます。とはいえ、その

機会は、決して安いものではありません。受けるからには十分に

準備をし、できるだけ一発での合格を目指しましょうね！ 

                  文責：小島義和 



 
 
考査時間割 
 
 
 

 ６／30（火） 7／１（水） 7／2（木） 7／3（金） 

１限 2 限 １限 2 限 １限 2 限 １限 2 限 

中

1 

自習 英語

① 

幾何 国語 英語

② 

地理 

歴史 

理科 代数 

中

2 

自習 代数 幾何 国語 英語

② 

地理 

歴史 

英語

① 

理科 

中

3 

数学

Ⅰ 

言語 

文化 

公民 

歴史 

現代の 

国語 

英語

② 

理科 英語

① 

数 A 

 

7 月の行事予定 

 

 1 水   期末考査（第 2 日） 

 2 木   期末考査（第 3 日） 

 3 金   期末考査（第 3 日） 

    中学校夏季総合競技大会〜4 日(土) 

5 日  第１回英検２次 

10 金   第１回漢字検定 カウンセリング予定日 

13 月   午前中授業 

14 火   午前中授業（50 分 3 限授業） 大掃除（4 限目） 

15 水   学級懇談会（三者懇談） 中学・高校台湾研修旅行説明会（保護者・生徒） 

16 木   学級懇談会（三者懇談）    

17 金   第 1 学期終業式 

20 月   海の日 

21 水   付属中公開授業  

中 2・中 3 技術授業〜28 日 

夏季特別講座〜24 日 


